
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

令

和

二

年

度

自

衛

官

第

七

次

募

集

（

自

衛

官

候

危

機

管

理

課

補

生

）

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

更

新

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

に

係

る

事

項

の

変

更

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

【

公

告

】

○

県

営

土

地

改

良

事

業

変

更

計

画

の

縦

覧

耕

地

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

警

察

本

部

会

計

課

岡

山

県

公

報

令和２年１０月９日 第１２２３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
六
号

防
衛
省
に
お
い
て
採
用
す
る
自
衛
官
の
う
ち
自
衛
官
候
補
生
の
令
和
二
年
度
募
集
の
要
領
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

採
用
自
衛
官
の
区
分

自
衛
官
候
補
生

二

応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
、
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
（
三
十
二

歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
同
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
末
日
現
在

で
三
十
三
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
に
限
る

）
で
、
か
つ
、
自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百

。

六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。

三

受
付
期
間

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
六
日
ま
で

四

採
用
試
験
種
目

１

筆
記
試
験

２

口
述
試
験

３

適
性
検
査

４

身
体
検
査

五

志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先

市
役
所
若
し
く
は
町
村
役
場
又
は
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
、
同
本
部
出
張
所
、
同
本
部
地
域

事
務
所
若
し
く
は
同
本
部
募
集
案
内
所

六

採
用
試
験
期
日

令
和
二
年
十
二
月
五
日

七

試
験
場

１

岡
山
第
二
合
同
庁
舎
（
岡
山
市
北
区
下
石
井
）

２

陸
上
自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
（
岡
山
市
北
区
宿
）

八

採
用
予
定
時
期

令
和
三
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で
の
間

九

そ
の
他

令和２年１０月９日　岡山県公報　第１２２３４号



そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
五
の
志
願
票
の
請
求
先
及
び
提
出
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

〇
八
六

二
二
六

〇
三
六
一

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

〇
八
六
八

二
二

五
六
三
七

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
倉
敷
地
域
事
務
所

〇
八
六

四
二
二

七
三
五
八

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地
域
事
務
所

〇
八
六
六

二
二

二
三
一
四

－
－

自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
岡
山
募
集
案
内
所

〇
八
六

二
二
四

二
八
二
四

－
－

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
o
k
a
y
a
m
a
/
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
七
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
リ
ー

倉
敷
市
沖
新
町
一
四

四
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
Ｂ
二
〇
二

令
和
二
年
九
月
一
日

－

津
山
薬
局
河
辺
店

津
山
市
河
辺
一
〇
三
九

一

令
和
二
年
九
月
一
日

－

お
か
や
ま
薬
局
西
阿
知
店

倉
敷
市
西
阿
知
町
西
原
一
〇
七
四

三
九

令
和
二
年
十
月
一
日

－

す
ず
ら
ん
薬
局

津
山
市
田
町
八
六

四

令
和
二
年
十
月
一
日

－

ア
イ
薬
局
駅
前
店

総
社
市
駅
前
一

二

一
〇
八

令
和
二
年
十
月
一
日

－
－

金
光
薬
局
さ
ん
す
て
倉
敷
店

倉
敷
市
阿
知
一

一

一
さ
ん
す
て
倉
敷

令
和
二
年
十
月
一
日

－
－

片
上
薬
局

備
前
市
伊
部
二
四
〇
八

八

令
和
二
年
十
月
一
日

－

令和２年１０月９日　岡山県公報　第１２２３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
八
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

あ
ん
ず
薬
局

総
社
市
小
寺
九
九
八

四

令
和
二
年
九
月
一
日

－

日
の
出
薬
局
イ
オ
ン
モ
ー
ル
倉
敷
店

倉
敷
市
水
江
一

令
和
二
年
九
月
一
日

令和２年１０月９日　岡山県公報　第１２２３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
三
十
九
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関

名

称

変
更
事
項

変
更
前

変
更
後

変
更
年
月
日

さ
く
ら
薬
局
瀬
戸
内
邑
久
店

医
療
機
関
の
名
称

岡
本
薬
局

さ
く
ら
薬
局
瀬
戸
内
邑
久
店

令
和
二
年
九
月
九
日

令和２年１０月９日　岡山県公報　第１２２３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

片
上
薬
局

備
前
市
伊
部
二
四
〇
八

八

令
和
二
年
九
月
三
〇
日

－

エ
ス
マ
イ
ル
薬
局
田
町
店

津
山
市
田
町
八
六

四

令
和
二
年
九
月
三
〇
日

－

令和２年１０月９日　岡山県公報　第１２２３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
四
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
備
中
町
平
川
字
才
ノ
前
三
九
二
六
の
一
、
字
サ
イ
谷
三
九
三
〇
の
四
、
字
釜
ノ
元
上
エ
三

九
四
五
の
一
、
字
カ
ツ
ラ
ン
ゴ
道
上
エ
三
九
七
八
、
字
び
わ
ノ
木
下
モ
四
〇
三
九
の
一
、
字
溝
ノ
西

四
〇
四
一
の
一
、
字
ワ
レ
石
四
〇
四
五
の
三
、
字
カ
ド
四
一
〇
八

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高
梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。
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第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

〔
四
五
一
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

り
、
県
営
土
地
改
良
事
業
（

計
画
を
変
更
し
た
の
で
、

集
落
基
盤
整
備

赤
磐
地
区

由
津
里
工
区
）

関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
土
地
改
良
事
業

集
落
基
盤
整
備

赤
磐
地
区

由
津
里
工
区
）
変
更
計
画
書

（

二

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
十
月
九
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

赤
磐
市
役
所

令和２年１０月９日　岡山県公報　第１２２３４号



〔
四
五
二
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
中
国
技
術
事
務
所
長
か
ら
次
の
と

お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

岡
山
市
、
倉
敷
市
、

公
共
測
量
（
道
路
三
次
元
デ
ー
タ

令
和
二
年
十
月
十
二
日
か
ら
令
和

笠
岡
市
、
備
前
市
、

計
測
）

三
年
九
月
三
十
日
ま
で

浅
口
市
、
里
庄
町
及

び
美
咲
町

令和２年１０月９日　岡山県公報　第１２２３４号



〔
四
五
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
金
井
戸
字
南
国
府
東
三
七
七

七

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
央
三
丁
目
六

一
〇
二

－

松
瀬

愛

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
九
一
号
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〔
四
五
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
拾
ノ
割
六
二
六

九

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
一
〇
七
三

一
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
二
〇
一
号
室

－

松
本

賢
介

松
本

佳
代

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
三
九
号

令和２年１０月９日　岡山県公報　第１２２３４号



〔
四
五
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
清
音
軽
部
字
馬
渡
向
三
四
〇

三

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
新
倉
敷
駅
前
五
丁
目
三
ハ
レ
ク
ラ
ニ
Ｂ

一
〇
五

－

田
中
公
一
朗

田
中
奈
津
子

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
〇
二
号

令和２年１０月９日　岡山県公報　第１２２３４号



〔
四
五
六
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

。

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

令
和
二
年
十
月
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

放
置
駐
車
違
反
管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
交
通
反
則
通
告
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

二

契
約
期
間

令
和
二
年
九
月
七
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
二
年
九
月
七
日

五

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
日
立
製
作
所

中
国
支
社

広
島
県
広
島
市
中
区
袋
町
五
番
二
五
号

六

契
約
金
額

、

、

（

、

、

）

八
九

六
五
〇

〇
〇
〇
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
八

一
五
〇

〇
〇
〇
円

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
た
め

令和２年１０月９日　岡山県公報　第１２２３４号


